
栄区地域防災拠点運営委員会連絡協議会会則 

（目的）

第１条 栄区地域防災拠点運営委員会連絡協議会（以下「協議会」という。）は、栄区内の

地域防災拠点運営委員会（以下「運営委員会」という。）相互の緊密な連絡及び連携を図

ることによって、栄区内の防災力の向上に寄与することを目的とする。

（所掌事務）

第２条 協議会は、次の各号に掲げる事項について協議するものとする。 

(1) 運営委員会の運営助成に関すること。

(2) 運営委員会の防災に係る研修及び訓練等の支援に関すること。

(3) 協議会の予算及び決算に関すること。

(4) 前３号のほか、協議会の運営に関すること。

（組織）

第３条 協議会の会員は、運営委員会の委員長をもって組織する。

２ その他、参与を置く。参与は協議会の会長が指名する者及び行政関係者をもって構成し、

協議会の運営に必要な助言を行う。

（役員）

第４条 協議会に、次の役員を置く。

会長 １名

副会長 ２名

会計 １名

監事 ２名

２ 役員は、会員の互選によって定める。

  ただし、会計は、栄区総務課長をもって充てる。 

（役員の任務）

第５条 会長は、協議会を統括し、会議の議長となる。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、会長に代わ

って協議会を統括する。

３ 会計は、協議会の会計処理を行う。

４ 監事は、会計を監査する。

（会議）

第６条 協議会の会議は、区内の防災に関し、必要の都度開催するものとする。

２ 協議会の会議は、会長が招集する。 

３ やむを得ない理由により会議を開催することが困難であると会長が認めるときは、書面

開催とすることができる。



（経費） 
第７条 協議会の経費は、横浜市からの助成金、その他の収入をもってこれに充てる。 
 
（会計年度） 
第８条 協議会の会計年度は、４月１日に始まり、翌年３月３１日をもって終わる。 
 
（事務局） 
第９条 協議会の事務局は、栄区総務課に置く。 

２ 事務局長は、栄区総務課長をもって充てる。 

３ 事務局次長は、栄区総務課防災担当係長をもって充てる。 
 
（委任） 
第10条 この会則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要事項は、別に定める。 
 
      付 則 
 この会則は、平成８年７月２９日から施行する。 
この会則は、平成２５年６月１１日から施行する。 

この会則は、令和３年５月１９日から施行する。 


